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写真1　見つかった石垣

　

図2　 阿弥陀寺周辺の地形

　平安時代の創建とされている阿弥陀

寺ですが、これまでの調査では平安時代

の遺物や遺構は確認できていません。記

録にある「東谷」・「西谷」・「北谷」は、そ

れぞれ左図の場所に比定されています。

　西谷には現在、弥陀寺の本堂があり、

そこから南の山麓にむけて道路が直線

的にのび、その左右に複数の平坦面が

ひな壇状に展開します。これは中世山岳

寺院によく見られる形態の一つです。

　一方、東谷と北谷でも、大嶋・奥津嶋

神社につながる道沿いに石垣を伴う平

坦面群が展開しています。

　このように一つの寺院において、本堂

とそこからのびる道路、その左右に展開

する平坦面群、という単位が複数存在す

る例は多くありません。

　そして、このようなあり方は、西谷・東

谷・北谷がそれぞれ独立的・対立的だっ

た可能性が考えられます。

図3　阿弥陀寺遺跡想像図

　この石垣は、高さ約1.5ｍをはかるもので、幅約 14mにわたり検出しました。上下の平坦面間の段差に設置されています  。石垣は最

下段の基底石が残っていましたが、それよりも上部の石材は失われ、背面に施された裏込め石が見えた状態でした。これら裏込め石の

間から、15世紀末～16世紀前半の遺物が出土しており、石垣の施工時期をしる手がかりになりました。

写真2　横から見た石垣

　調査成果から調査地点付近の状況を想像してみました。道路
の左右に平坦面がひな壇状に配置され，各段の段差部には石
垣が築かれています。ただ、平坦面上にあったはずの建物や平
坦面の出入口等の詳細は不明なため、想像で示しています。
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